
 

令和９年 4 月 入園 
 

＜入園願書受付＞ 

＊８月２４日（月）～9 月 4日（金） 
 
＜見学（事前説明）＞ 

 ＊随時、受付中（事前に TELを） 

 
・・・特 徴 は ？・・・ 

➢ 羽島市立（＝公立の）幼稚園 

  ・・・羽島市教育委員会の指導の下、幼小連

携に力を入れ必要な力を付けていき

ます。 

➢ スタッフが充実（質＆人数） 

  ・・・穏やかで笑顔いっぱいの職員が、寄り 

添い受け止めてくれ、安心の基盤を 

はやくつくれます。     

➢ こども主体の保育を推進 

  ・・・心が動き「やってみたい」を大切に 

主体性を育てます。 

➢ 保護者による送迎 

・・・毎日、先生とエピソード交流や相談が

できます。   

➢ 広い園庭・・・遊具もあり、存分に遊べます。 

      ・・・園庭開放（毎週水曜日） 

➢ 絵本や紙芝居、おもちゃがいっぱい 

  ・・・もちろん、新作も増加中です。 

➢ 小中学校と同じ 学校給食 

  ・・・その子に合わせた支援をします。栄養

先生の食育指導もあります。 

～ 時間がゆったり流れています ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

羽島市立

明るく 元気で

＊詳しくは、ＨＰ 

を見てください 

➤[西部幼稚園] 

・・・で検索 

連絡先 

住所：〒501-6254 

羽島市福寿町本郷 1丁目１２８ 

℡：  058－392-6281 

＊見学等は、随時受け付けております。 

＊実際の声を・・・ 

知り合いの方からお聞きください。 

＊実際の様子を・・・ 

  見に来てください（いつでも可）。 

＊毎週水曜日は園庭開放をしています。 

  公園に遊びに来るつもりできてください。 

 

～連絡先～ 

  ３９２－６２８１ 

「見学希望」と お伝えください 



 

 

 

 

 

 

 

 

◆保護者のみなさんからのご意見 （R４の報告） 

「西部幼稚園を選んだ理由は？」 

  ・立地条件  ２３  ・上の子の経験  ２１  ・少人数（家庭的な雰囲気）１８ 

  ・職員の多さ １８  ・保育、教育内容 １３  ・多様性の認め １２ 

  ・各種の評判  ６  ・知り合いからの情報 ６ ・その他 ５ 

 ＊特徴の一つに、送迎は保護者（バスはありません）ですし預かり保育なしがあります。 

生活が多様化する今、この条件に難色を示される方もあるでしょう。 

私たちは、お迎えだからこそ、親子の時間が多いからこその子育てを提案します。 

➤ 幼児期こそ、『親子の時間』がとても大切です。【愛着】形成が生きる力の源だからです。 

 

＊ ＊【羽島市立西部幼稚園】で、幼児期を過ごさせてみませんか？ ＊ ＊ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ➤成長、発達は、人それぞれです。人生を歩み始めたばかりのこどもたち。 

    “みんなちがって みんないい みんなと一緒に育つこどもたち” 

我が子の今！「幼児期に育ってほしいこと」も、ご家族のみなさん それぞれにあることです。 

～西部幼稚園は、こんな幼稚園です～ 

◆保護者からの声を紹介 
 
園全体で園児一人一人のことをすごく見守ってくださっているのがわかります。どの先生と話を

してもエピソードが出てきて、よく見ていてくださるとわかるし、こどもの個性に合った対応をしてく

ださっていると思います。悩み事に対しても長い目で対応方法など相談にのってくれて親以上にこ

どものことを分析してくれていると感じることもあり、いつも勉強になり本当にありがたいです。  

土台を大事にしたいと先生は年の始めにおっしゃいました。小学生になっても自信をもって外の

世界に羽ばたけるよう、家庭でも西部幼稚園で教わったことを大切にしたいです。 

◆“卒園式後にいただいたお手紙”を紹介 
 
・・・（前略）外遊びが好きで、砂場で思いっきり遊んだり、水遊びしたり、好きな事を思う存分の

びのびとできた事で、楽しい場所、甘えられる先生たちだと感じ、安心して過ごすことができたと

思います。製作など苦手な事はあるけれど、今はこれをやる時間なんだ、少しがんばってやってみよ

うと安心できる環境だからこそ、取り組めた事もあるかなと思います。 

 たくさんの行事に参加できた事も大切な思い出の一つとなりました。特に、運動会では成長を実

感できました。年中では、・・・（中略）みんなと一緒にとはいかないけれど、本人なりに楽しんで参

加できていました。年長では、同じ輪の中で踊ることもできました。障害物競争では時間はかかっ

たけれど、ゴールまで走り切れました。その時に、お友達や保護者のみなさんが温かく応援してく

ださり、胸がいっぱいになりました。 

 私が迎えに行くと、園長先生をはじめ、たくさんの先生が声をかけてくださいました。 

「今日は砂場で遊んでいましたよ！」「今日は、絵本を見せてくれました！」など、本人の様子を教え

てくださいました。こんなにも温かい愛情あふれた園生活を送れて、我が子も私も幸せでした。 

もっともっと幼稚園で過ごしたい気持ちもありますが、4月からは 

１年生です。きっといつも通りのマイペースな子だとは思いますが、 

自分のペースで楽しく通ってくれたらと思っています。支援の必要 

な子を受け入れてくださり本当にありがとうございました。 

家族一同感謝の思いでいっぱいです。 

西部幼稚園のようなインクルーシブ教育が、市内の他の園に広がることを願っています。 


